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【動機】

DPPHラジカル消去反応の抗酸化活性において，フラボノイド化合物のＢ環のフェノール性ヒド
ロキシ基の置換数及びＣ環の置換基に着目した報告例は調査した限り見当たらなかったことから
，フラボノイド化合物の構造活性相関が課題であることを見出した。そこで本研究は，様々なフ
ェノール性ヒドロキシ基の置換数を有するフラボノイド化合物の構造活性相関について，速度論
的・分子論的に解明することを目的として研究を実施した。

【方法】

フラボノイド化合物における抗酸化活性評価は，Ｃ環３位が水素で結合したＢ環がヒドロキシ基
１つのアピゲニン，２つのルテオリン，３つのトリセチン，Ｃ環３位がヒドロキシ基で結合した
Ｂ環がヒドロキシ基１つのケンフェロール，２つのクエルセチン，３つのミリセチン，Ｃ環３位
が糖で結合したＢ環がヒドロキシ基１つのアストラガリン，２つのイソクエルシトリン，３つの
ミリシトリンを用いて，DPPHラジカル消去反応による速度論的・分子論的な解析を実施した。

【結果】

フラボノイド化合物のDPPHラジカル消去反応では, Ｃ環３位に水素が結合した場合は，トリセチ
ン＞ルテオリン＞アピゲニンの順，Ｃ環３位にヒドロキシ基が結合した場合は，ケンフェロール
＞クエルセチン＞ミリセチンの順，Ｃ環３位に糖が結合したした場合は，イソクエルシトリン＞
ミリシトリン＞アストラガリンの順に進行した。二成分のフラボノイド化合物の共存下での抗酸
化活性の強さは，DPPHラジカル消去反応の速度論的な解析と同様の結果であった。

【まとめ】

フラボノイド化合物におけるＢ環のフェノール性ヒドロキシ基の置換数がDPPHラジカル消去反
応に与える影響を検討し，３つのフェノール性ヒドロキシ基を有するピロガロール骨格が優先さ
れるのではなく，Ｃ環の置換基によりDPPHラジカル消去速度が異なることを明らかにした。更
に，二成分のフラボノイド化合物の共存下における抗酸化活性の強さは，DPPHラジカル消去能
力との相関があることを明らかにした。



【展望】

本研究におけるフェノール性ヒドロキシ基の科学的な反応性を速度論的且つ分子論的に解析した
手法は，複数のフェノール性ヒドロキシ基を有する他の物質群においても適用が可能であると考
えられる。
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